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付１　平成19年就業構造基本調査の概要
付２　主な用語の解説

【就業構造基本調査について】


　就業構造基本調査は、我が国の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的とし、昭和31年の第１回調査以来ほぼ３年ごと、57年以降は５年ごとに実施している。


今回公表するものは、総務省統計局が7月に公表した統計表の本県分を分析したものである。





【利用上の注意】


１　統計表の数値は、総数に分類不能又は不詳の数値を含むため、また、表章単位未満の位で四捨五入しているため、総数と内訳の合計とは必ずしも一致しない。


２　増減率、割合等は、表章単位の数値から算出している。


３　統計表中の「0」、「0.0」は、集計した数値が表章単位に満たないものである。また、「－」は、該当数値のない箇所である。


４　調査結果の詳細は、統計局ホームページを御覧ください。


　　＜アドレス＞http://www.stat.go.jp/data/shugyou/2007/gaiyou.htm











